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1) 本稿では, 標準インドネシア語と同定されるもの, 語源不明の言葉を表記する際には, 片仮名に



































































































































のナレズシがベニコウジで赤色を呈するようになったという [石毛 ･ラドル 1990:87]｡
チャオに赤 く色づけするのは, ベニノキの種子か ら抽出された着色料である｡9) 島にはベニ




である｡10) 高温湿潤なインドネシアにおいて, ベニコウジをつ くるための湿度や気温の管理,
何度 も繰 り返される手作業は,困難であったことだろう｡ もともと,インドネシアではジャワ
島とバ リ島を中心 に, タパイtapaiや プレムbrem,テンペ tempeといった酒 ･発酵食品が
あった｡ こういった伝統的発酵食品に使われるのは, ラギragiという餅 コウジのひとつであ
る｡11) これは南スラウェシ州では,おもにタパイ ･シンコンtapaisingkong(キャッサバを発
酵 させた食品)をつ くる際に,発酵のスタ-タ-として使われるコウジである [吉田 1993:
61]｡手近なところでコウジを使 うことがあったか ら,これでベニコウジの代用 としたと考える
ことができる｡スプルモンデ諸島の人々は一様に,｢具体的な時期がいっであるのかはよくわか



















12) センス (Cense)は,チャオは ｢中国語｣であると記述しているが,どの地方語に相当するかと
いった根拠については触れていない [1979:829Tjaoの項]｡筆者の聞き取りの範囲では,スプル







































































































































































































































































































きされる｡B島のD (28歳)は,妻のオジとその息子 3人の計 5人で-タ漁に従事 している｡
Dはマカッサル人の海産物商 Sをパ トロンに持ち,彼の資金援助によって,自分のジョロロを
購入 した｡Dは潜水による-タ漁に従事 している｡ 彼は-タ漁に際しては魚毒を用いる｡ 魚毒
を海中の岩場や岩穴に注入 し,仮死状態となった-タを捕 らえるのである｡1998年 7月の手取
り (燃料費 ･飲食費を差 し引く)は,一人あたり120万ルピアであった｡34)
従来のように,ナマコ漁の合間に近隣の漁場での-タ類の漁獲を期待するのでは,海外市場
からの需要に応えることができなくなる｡そのために,華人海産物商が大型の母船 (20-30ト
























漁 獲 種 現 地 名 価 格'l 漁 獲 量 (尾)
ティクス ikantikus Rp.250,000/尾 5
スヌ ikansunumerah Rp.150,000/尾 n.a.
クラブ ikankerapu Rp.100,000/尾 n.a.
エビ*2 lobstermutiara Rp.160,000/kg 3
真珠母良書3 Japlng Rp.40,000/kg 5
全漁獲収入 Rp.4,000,000
Dの取り分 Rp.1,200,000



















































































ジウロクササゲ kacangpanJang UPG おかず 一括 本人
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出所 :筆者作成 (1997年 8月16日～9月15日)0







































R家の一週間の食事内容を例 にあげよう｡ R家では庭 にパ ンノキとワサ ビノキがある｡ どち
らも乾季のみに果実が得 られる｡ R家の家長は定期連絡船の船長であり,家族 は妻 と娘 3人の
計5名である｡魚 はすべて行商人か ら買 う｡干 し魚は, よい魚がないときのために, もらい物




れは定期連絡船が就航 した時期 と重なる｡35) 1996年 には, ジャワ島か らはジャムウjamu売




島内には, コンク リー ト造 りの住居兼店舗を構えた商店がい くつかあるが,小規模な資本に











































































































野菜類や自家製菓子類の材料を仕入れに行 く女性たちは,もう少 し真剣である｡ 朝食がわり
に食される焼き菓子やモチ菓子類をつくったあと,ウジュンパ ンダン-材料の仕入れに向か
う｡ 自己資金で順調な売 り上げを得る掛け売り行商女性は,衣類の仕入れや注文を受けた服




























































































































育機構)の 1997年度研究調査費 (1997.7-9),平成 10年度京都大学後援会助成金 (財団法人京都大学後
援会,1998.6-ll)によって可能となりました｡平成 9年度からは調査に関する資料収集,資料整理に日本
学術振興会特別研究員科研費の一部を使わせていただきました｡以上,ここに記 して深謝の意を表します｡
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